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集団的自衛権容認の閣議決定を撤回し、閣議決定にもとづく

法整備等を行わないよう関係機関に意見書を提出することを

求める陳情

陳情理由

7月 1日 、安■政権は 世論調査にも示されているように 多くの国民の慎重審議

反対の声を押し切って 集団|1自衛権伺更を容認するl_5議決定を強行し 関道するよ奪

の整備 立法イヒに着手しました

閣議決定は 日本が武力攻撃を受けていなくても 「我が国と密接な酔 .がある他国

に対する武力攻撃が発生し]こ れが 「わが国の市立が脅かされるJな どの 「明白な危

険があるJな どと

"の

口情が判断すれば武力句吏ができると 他国の戦争に参力,する集

団的自衛権の行掟が可能だとしています

これまで歴代功,ま 半世紀以上にわたつて 憲法 9条の下では集団|'自衛権句●は

できず もし行償するならば憲法9条 の改定が必要としてきました

集団的自術権行償容認という 憲法の基本原則に関わる童大な変更を 国民にはかる

ことなく 憲法に定められた手続きに従うこともなく しかもな法 99条 で憲法に拘束

されるはずの功●が関議決定でううということは 立意主義を否定する民主国家にある

ましき行為と言わねばなりません。



昨年 12月の 「特211しむ保護法」に続く今回の閣議決定にたいし '政 府の毎寄によつ

て再び戦争の惨禍が起ることのないやうに」(憲法前文)と いう著いが,ら れるのでは

ないかという探い嘔余が広がっています わが国は 窯法9姿 の立場″由がりたりに
'、堅持してきたからこそ 戦後一貫して戦争の構|■者をださず 国際的な信頼をも勝ち得

てきました.半 世紀以上にもわたつて積み重ねてきた憲法鮮釈を変えることはヽアジア

諸国との間にあえて緊張沢態と餃対断 を強めるものであり 国際紛争の平T咄 決の

ために著力してぃる国際社会の流れにシ行するものでtこ のような懸念から 閣議決

定のあとの世論調査でも 集団的自衛権行疎 に反対する声は半数を超え、案団的自

衛権の解釈変更にたいする地方議会の反対 慎重意見書は220以上に広がっているので

す

以 |の理由により 国に対し 隼団酌自イ訴褥

“

菫容認の閣議
…
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・
F

にもとづく法動 を行わないことを強く求めるものでヽ

陳情事項

案団II●自衛権句贅容認の関議決定を撤回し 閣議決定にもとづく法整備等を行わないこ

とを求める意見書を

“

●及び関係行政官庁宛に提出してください.


